





2012 年の 5 月 26 日（土）、あがたの森でクラフトフェアが開催されている期間（5 月 26、27
日)の初日に、松本中心市街地において、松本大学総合経営学部の学生有志と松商学園高等学
校商業科の生徒の有志を調査員として第 2 回目のアンケート調査を行った。今回の調査では、
前回（2011 年 7 月）の調査項目の一部をクラフトフェアに関する質問に入れ換えた。記入し
ていただいたアンケート票の半数近くが、クラフトフェア参加者によるものであった。今回
の調査は、クラフトフェアの影響も含めて、観光客から見た松本の魅力を探り、松本中心市
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2012 年 5 月 26 日（土）、クラフトフェアがあがたの森で開催されている最中に、午前 10 時半
頃から 15 時頃まで、松本市中町、縄手通り、松本城公園において、松本大学総合経営学部総合経
営学科の学生と松商学園商業科の生徒が合同で、松本中心市街地を訪れる観光客に対してアンケー
ト調査を行った。当日は快晴で気温は 11 時には 25.0 ℃、午後 3 時には 28.4 ℃であった。
アンケートに答えてくださった方は、長野県内の方が 162 人、県外の方が 299 人、居住地未記
入の方が 4 人、合計 465 人であった。長野県内からの来訪者 162 人の性別は、男性 51 人（31.5
％）、女性 110 人（67.9 ％）、未記入 1 人（0.6 ％）、 県外からの来訪者 299 人の性別は、男性 122
人（40.8 ％）、女性 171 人（57.2 ％）、未記入 6 人（2.0 ％）であった。
長野県からの来訪者 162 人の中で市町村名を記述した方は 48 人で、松本市 30 人、朝日村 3 人、
上田市 3 人、長野市 3 人、岡谷市 2 人、安曇野市 2 人、塩尻市 1 人、佐久市 1 人、諏訪市 1 人、
辰野町 1 人、木祖村 1 人であった。
県外からの来訪者は 298 人中 294 人の方が居住都府県を記入されていて、その内訳は、東京都 49
人、愛知県 38 人、神奈川県 32 人、埼玉県 28 人、静岡県 26 人、千葉県 19 人、山梨県 15
人、岐阜県 12 人、新潟県 11 人、大阪府 9 人、群馬県 9 人、茨城県 9 人、京都府 6 人、
兵庫県 5 人、滋賀県 4 人、北海道 3 人、岡山県 3 人、福岡県 2 人、富山県 2 人、奈良県 2
人、栃木県 2 人、秋田県 2 人、高知県 2 人、石川県 1 人、三重県 1 人、熊本県 1 人、沖
縄県 1 人であった。
居住地が長野県内か県外かを答えてくださった 461 人の中で、今年（2012 年）のクラ
フトフェアに行ったかの質問に対して「はい（行った）」と答えた方は 223 人、「いいえ
（行かなかった）」と答えた方は 222 人、未記入 16 人であった。
以下では 461 票の回答を、長野県内（162 人）、とその他都道府県（県外）（299 人）に分けて集
計した結果を基本に、クラフトフェア参加者の回答を交えて報告する。
2．調査結果の分析
来訪者 461 人の性別は、単純集計をすると男性 173 人（37.5 ％）、女性 281 人（61.0 ％）、未記
入 7 人（1.5 ％）であった。長野県内からの来訪者 162 人の性別は、男性 51 人（31.5 ％）、女性 110
人（67.9 ％）、未記入 1 人（0.6 ％）、 県外からの来訪者 299 人の性別は、男性 122 人（40.8 ％）、
女性 171 人（57.2 ％）、未記入 6 人（2.0 ％）、長野県内からの来訪者の女性の比率の方が県外か
らの来訪者の女性の比率よりも 10 ポイント強高くなっている。
2－1 来訪者の年齢層
図 1 に年齢層別の集計結果を示す。来訪者の年齢層は、長野県内では 30 歳代が 21.0 ％（34 人）、
60 歳代 18.5 ％（30 人）、40 歳代 16.0 ％（26 人）、20 歳代 15.4 ％（25 人）、20 歳代と 50 歳代が
共に 10.5 ％（17 人）の順であった。県外では 60 歳代 26.8 ％（80 人）、40 歳代 20.1 ％（60 人）、50
歳代 19.7 ％（59 人）、30 歳代 14.4 ％（43 人）、20 歳代 11.0 ％（33 人）の順であった。50 歳以





来訪者の旅行日程を図 2 に示す。長野県からの来訪者は、日帰り 66.7 ％（108 人）、未記入 27.2
％（44 人）、1 泊 2 日 3.1 ％（5 人）、2 泊 3 日 1.9 ％（3 人）、4 泊 5 日 1.2 ％（2 人）で、宿泊を
伴う人は 6.2 ％（10 人）であった。未記入の 44 人の内 14 人は松本在住の方であった。
長野県外からの来訪者は、1 泊 2 日 46.5 ％（139 人）、日帰り 37.8 ％（113 人）、2 泊 3 日 12.0





内ビジネスホテルと市内その他が共に 40.0 ％（4 人）、松本市外 20.0 ％（2 人）、美ヶ原温泉 10.0
％（1 人）であった。市内その他（記述）は、自宅、ブエナビスタ各 1 人、松本市外（記述）は小
淵沢 1 人であった。
長野県外からの来訪者の宿泊先は、松本市外 30.8 ％（57 人）、市内ビジネスホテル 30.3 ％（56
人）、市内その他 24.9 ％（46 人）、浅間温泉 9.2 ％（17 人）、美ヶ原温泉 5.4 ％（10 人）の順であ
った。市内その他（記述）は、友人・知人宅 4 人、崖の湯温泉 4 人、扉温泉 3 人、乗鞍 2 人、
ブエナビスタ 2 人、ホテル花月 2 人、以下は各 1 人で、駅前、王ヶ頭、公共の宿、白骨温
泉、東急ホテル、中の湯温泉、別荘、松本、室山温泉、旅館であった。松本市外（記述）は、
安曇野市 10 人、茅野市 6 人（蓼科 3、蓼科温泉 1 を含む）、諏訪市 4 人（諏訪温泉 1 を





旅行相手を集計した結果を図 4 に示す。長野県内からの来訪者の旅行相手は、友人知人 19.8 ％
（32 人）、家族（子連れ）17.9 ％（29 人）、単独 14.8 ％（24 人）、家族（大人のみ）13.6 ％（22
人）、夫婦 11.1 ％（18 人）、カップル 7.4 ％（12 人）の順となっている。 長野県外からの来訪
者の旅行相手は、夫婦 28.4 ％（85 人）、友人知人 21.1 ％（63 人）、家族（大人のみ）14.7 ％（44




来訪者の主な交通手段を図 5 に示す。長野県内からの来訪者は、マイカー 40.1 ％（65 人）、徒
歩 30.2 ％（49 人）、鉄道（JR）17.3 ％（28 人）、自転車 8.0 ％（13 人）、市内路線バス 6.2 ％（10
人）の順であった。
長野県外（その他）からの来訪者は、マイカー 53.2 ％（159 人）、鉄道（JR）30.8 ％（92 人）、
徒歩 6.7 ％（20 人）、観光バス 6.0 ％（18 人）、中央高速バス、市内路線バスおよび自転車がとも
に 3.7 ％（11 人）、飛行機 2.0 ％（6 人）の順であった。
図 5．来訪者の主な交通手段
2－4 松本への来訪回数と現在地での滞在時間
松本への来訪回数は、長野県内からの来訪者は、10 回以上 61.1 ％（99 人）、未記入 10.5 ％（17
人）、3 ～ 5 回 9.9 ％（16 人）、2 回目 7.4 ％（12 人）、はじめて 6.8 ％（11 人）、6 ～ 9 回 4.7 ％
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（7 人）であった。松本市在住と答えた方 30 人の中の 9 人が未記入で、20 人が 10 回以上と回答
している。回答された方はアンケートに協力してくださった中町、縄手通り、または松本城への来
訪回数と考えて回答している可能性がある。
長野県外（その他）からの来訪者は、はじめて 37.8 ％（113 人）、3 ～ 5 回 30.1 ％（90 人）、2
回目 15.4 ％（46 人）、10 回以上が 11.4 ％（34 人）、6 ～ 9 回が 4.7 ％（14 人）の順であった。3
回以上のリピータが 46.2 ％（138 人）、2 回以下が 53.2 ％（159 人）を占めている。
図 6．松本への来訪回数
現在地（中町、縄手通りとその周辺）における滞在時間に対する集計結果を図 7 に示す。長野
県からの来訪者は、4 時間以上 20.4 ％（33 人）、2 時間以上 3 時間未満が 15.4 ％（25 人）、未記
入 14.2 ％（23 人）、30 分以上 1 時間未満 13.6 ％（22 人）、1 時間以上 2 時間未満 13.0 ％（21 人）、30
分未満と 3 時間以上 4 時間未満がともに 11.7 ％（19 人）の順であった。1 時間未満が 25.3 ％（41
人）、3 時間以上が 32.1 ％（52 人）を占めている。
長野県外（その他）からの来訪者の滞在時間は、4 時間以上 45.2 ％（135 人）、1 時間以上 2 時
間未満 17.7 ％（53 人）、2 時間以上 3 時間未満と 3 時間以上 4 時間未満がともに 11.7 ％（35 人）、30






示す。長野県からの来訪者は、あがたの森 48.1 ％（78 人）、その他 27.2 ％（44 人）、松本城 24.7
％（40 人）、松本市立美術館 6.8 ％（11 人）、旧開智学校 3.1 ％（5 人）、上高地 1.9 ％（3 人）、美
ヶ原 1.2 ％（2 人）の順であった。その他（記述）には、中町 7 人（蔵シック館 1 人を含む）、縄
手通り 4 人、パルコ 3 人、六九 2 人、買い物 2 人、以下は各 1 人で、NHK、上土商店街、伊勢町
の土曜市、楽器屋、四柱神社、女性センター、病院、松本深志高校、松本市文化会館、松本民芸館
が記述されていた。
長野県外（その他）からの来訪者は、あがたの森 55.2 ％（165 人）、松本城 52.8 ％（158 人）、
その他 16.7 ％（50 人）、松本市立美術館 12.7 ％（38 人）、旧開智学校 9.7 ％（29 人）、美ヶ原 4.0
％（12 人）、上高地 2.7 ％（8 人）の順であった。その他として記述されているところ（こと）は、
中町 9 人（蔵シック館 3 人を含む）、安曇野 6 人、四柱神社 3 人、縄手通り 2 人、結婚式場 2 人、





長野県内からの来訪者（162 人）は、66.0 ％（107 人）、県外からの来訪者（299 人）は 77.9 ％
（233 人）が飲食をしている（図 9 参照）。 飲食したものに関する集計結果を図 10 に示す。
長野県内からの来訪者（162 人）は、その他 22.8 ％（37 人）、蕎麦 12.3 ％（20 人）、イタリア
ン 5.6 ％（9 人）、和食 4.9 ％（8 人）、カレー 4.3 ％（7 人）、中華 3.7 ％（6 人）の順であった。





県外（その他）からの来訪者（299 人）は、蕎麦 38.1 ％（114 人）、その他 21.4 ％（64 人）、
和食 14.0 ％（42 人）、イタリアン 4.3 ％（13 人）、カレー 3.7 ％（11 人）、中華 1.0 ％（3 人）の
順であった。その他を記述した人は、クラフトフェア会場 2 人、黒門 3 人、こばやし 3 人、まる
も 3 人、パン 2 人、コーヒー 2 人、浅田 2 人、翁堂 2 人、gen2 人、木曽屋 2 人、もとき 2 人、松







はい（買う）51.2 ％（83 人）、いいえ（買わない）48.8 ％（79 人）、県外からの来訪者はい 83.9
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らの来訪者（83 人）は、その他 24.1 ％（20 人）、お菓子 14.5 ％（12 人）、漬け物 9.6 ％（8 人）、
そばとお酒がともに 2.4 ％（2 人）の順であった。その他に記述されたものは、おやき、かご、ク
ラフト、栗おこわ、工芸品、雑貨、布、パン、水差し、野菜、和菓子、果物、茶碗、各々 1 人で
あった。
長野県外からの来訪者（251 人）は、お菓子 37.1 ％（93 人）、その他 22.3 ％（56 人）、漬け物 18.7
％（47 人）、そばとお酒がともに 10.8 ％（27 人）の順であった。
その他に記述されたものは、クラフトフェアで購入（木のクラフト 1 人を含む）6 人、おやき 4 人、






クラフトフェアで 3 人、以下は各 1 人で、糸、枝、ガラス製品、工芸品、皿、塩麹、雑炊、竹ざ




お土産代に関する集計結果を図 13 に示す。長野県からの来訪者は、使わない 35.8 ％（58 人）、
未記入 26.5 ％（43 人）、2 千円未満 13.0 ％（21 人）、2 千円以上 4 千円未満 9.9 ％（16 人）、8 千
円以上 1 万円未満 4.3 ％（7 人）、2 万円以上 3.7 ％（6 人）、4 千円以上 6 千円未満 3.1 ％（5 人）、6
千円以上 8 千円未満 2.5 ％（4 人）、1 万円以上 1.5 万円未満 1.2 ％（2 人）の順であった。具体的
に金額（の範囲）を記入した人は 37.7 ％（61 人）で、区間の中央値を用いてその平均を計算する
と、6393 円（7377 円）であった。ただし、2 万円以上の区間の中央値として 3 万円（4 万円）を
用いた。
長野県外からの来訪者は、2 千円以上 4 千円未満 24.1 ％（72 人）、2 千円未満 17.1 ％（51 人）、4
千円以上 6 千円未満 14.4 ％（43 人）、8 千円以上 1 万円未満 10.4 ％（31 人）、未記入 9.4 ％（28
人）、使わない 8.7 ％（26 人）、1 万円以上 1.5 万円未満％ 5.7 ％（17 人）、1.5 万円以上 2 万円未
満 4.7 ％（14 人）、2 万円以上 3.7 ％（11 人）、6 千円以上 8 千円未満 2.0 ％（6 人）の順であった。
具体的に金額（の範囲）を記入した人は 81.9 ％（245 人）で、区間の中央値を用いてその平均を




2012 年のクラフトフェアに参加された方 223 人（長野県 63 人、県外 160 人）に、今までに何
回参加したかを答えていただいた結果を図 13 に示す。長野県からの来訪者は、はじめて 31.7 ％
（20 人）、3 ～ 5 回 28.6 ％（18 人）、10 回以上 15.9 ％（10 人）、2 回目 14.3 ％（9 人）の順であ
った。2 回以下で 46.0 ％（29 人）、3 回以上で 47.6 ％（30 人）を占めている。
長野県外からの来訪者は、はじめて 59.4 ％（95 人）、3 ～ 5 回 20.0 ％（32 人）、2 回目 13.8 ％
（22 人）、6 ～ 9 回 3.8 ％（6 人）の順であった。2 回以下で 73.1 ％（117 人）、3 回以上で 25.6




クラフトフェア会場で過ごした時間を図 14 に示す。長野県内からの来訪者は、1 時間以上 2 時
間未満 57.1 ％（36 人）、1 時間未満 19.0 ％（12 人）、3 時間以上 19.0 ％（12 人）となっている。
長野県外からの来訪者は、1 時間以上 3 時間未満 52.5 ％（84 人）、3 時間以上 34.4 ％（55 人）、1
時間未満 8.1 ％（13 人）、となっている。長野県外からの来訪者の方が県内からの来訪者よりも滞
在時間が長くなっている。
これには、調査日がクラフトフェアの初日であることと、県外からの来訪者の宿泊する割合 56.3






長野県からの来訪者は、木工・漆 66.7 ％（42 人）、染色・フェルト 36.5 ％（23 人）、ガラス 34.9
％（22 人）、アクセサリー 23.8 ％（15 人）、食品 5.9 ％（10 人）の順であった。その他（記述）
として、布 2 人、ニット製品 1 人、器 1 人があげられていた。
長野県外からの来訪者は、木工・漆 63.1 ％（101 人）、ガラス 34.4 ％（55 人）、染色・フェル
ト 26.9 ％（43 人）、アクセサリーとその他がともに 21.3 ％（34 人）、食品 17.5 ％（28 人）、金属 15.5
％（25）の順であった。その他（記述）として、陶器 8 人、糸 4 人、皮革製品 3 人、陶芸品 3
人、陶磁器 3 人、器 2 人、布 2 人、印鑑 1 人、靴 1 人、食器 1 人、全部 1 人、竹籠 1 人、






加者（63 人）のうち 46 人（73.0 ％）、長野県外からの参加者（160 人）のうち 123 人（76.9 ％）
であった。これらの人の平均支出額を、支出金額の各範囲（区間）の中央値を用いて計算すると、
長野県からの参加者（46 人）の平均は約 8500 円（9800 円）長野県外からの参加者（123 人）の




見を表 1 に、来訪回数 2 回以下の長野県外からの来訪者（159 人）のご意見を表 2a に、来訪回数 3



















































































































































長野県からの来訪者は、30 歳代以下 46.9 ％（76 人）、50 歳以上 35.8 ％（58 人）で、長野県外
からの来訪者の、30 歳代以下 26.1 ％（78 人）、50 歳以上 52.8 ％（158 人）と比較すると、県内
の方が県外よりも 30 歳代以下で約 21 ポイント高く、逆に、50 歳以上で 17 ポイント低い。これ
らの年齢構成と旅行相手の間に相関があると考えられる。長野県からの来訪者と県外からの旅行相
手で、最も差があるものは夫婦で、長野県 11.1 ％、県外 28.4 ％と長野県の方が 17 ポイントも低




長野県外からの来訪者（299 人）の 61.9 ％（185）人は宿泊を伴う旅行をしている。その内の 139
人（75.1 ％）は 1 泊 2 日、46 人（24.9 ％））は 2 泊 3 日以上であった。松本市内の温泉に宿泊さ
れた方は 36 人で、浅間温泉 17 人、美ヶ原温泉 10 人、崖の湯温泉 4 人、扉温泉 3 人、白骨温泉 1
人、中ノ湯温泉 1 人であった。温泉宿も観光客には魅力の一つかもしれない。
（3）松本への来訪回数
長野県からの来訪者（162 人）は、10 回以上 61.1 ％（99 人）と未記入 10.5 ％（17 人）を合計
すると、87.0 ％（116 人）を閉めている。




訪れた場所は、長野県からの来訪者（162 人）は、あがたの森 48.1 ％、その他 27.2 ％、松本城 24.7




長野県からの来訪者（162 人）は 38.9 ％（63 人）がクラフトフェアに参加し、長野県外からの
来訪者（299 人）は 53.5 ％（160 人）がクラフトフェアに参加している。
クラフトフェアにおける支出金額（の範囲）を具体的に書いてくれた人の平均支出額は、長野県










この調査に参加した学生は、当時松本大学総合経営学部 3 年生 4 名（牛山一樹、奥原亮太、
久保諒介、渡辺詩織）、2 年生 4 名（永井美穂、西沢美奈、宮田和希、山本淳平）、松商学園高等
学校の生徒 23 名（上村磨穂、大島恵莉菜、草間結衣、小西優典、桜井亮介、鈴木はるか、
田口裕斗、矢嶋葵、田中結莉愛、鳥羽真帆、中嶌桃華、野澤梨紗、花崎友基、藤本さつき、
二木健太、丸田樹璃、宮下竜弥、森田雅子、山谷真代、中澤花絵、森田彩華、神谷実玲、古
幡如菜）であった。
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